
熱中症対応について 

富竹中学校保健室 

熱中症は、命に係わる病気であることを認識し、充分留意します。 

１．熱中症予防 

（１）予防の原則と注意すべき事項  

（ア）環境条件を把握し、それに応じた運動、水分補給を行うこと 

① 環境を整える  

・エアコンでの気温調整 

・WBGTの測定 

② 運動量の調整 

・暑い時期の運動はなるべく涼しい時間帯に実施し、休憩を多く取る  

・激しい運動時は 30 分に１回以上休憩をとる。運動の強制は厳禁  

③ 状況に応じた水分・塩分補給  

・食事・水分（特に朝食）をとる※朝食抜きは脱水を起こしている状態、運動は危険 

・暑い時期は水分をこまめに補給（喉の渇きを感じる前、暑いところに出る前から水分を補給） 

 ※休み時間ごとに強制補水、授業中も適宜水分補給（水筒持参・水道の水も OKですよ！） 

（イ）暑さに徐々に慣らしていくこと （熱中症に関わる事故等は急に暑くなった時に多く発生）  

・急に暑くなった時は運動を軽くし、暑さに慣れるまでの数日間は休憩を多くとりながら、軽い短時間の

運動から徐々に運動強度を増やす  

（ウ）個人の条件を考慮すること 

・生徒の体調は運動前後の健康観察が重要 

・疲労、睡眠不足、発熱、風邪、下痢等で体調の悪いときは無理させない  

・その他、体力の低い人、暑さに慣れていない人、筋肉のこむら返りなど 軽症であっても一度熱中症を起

こしている人などには注意  

（エ）服装に気を付けること  

・熱のこもらないもの、吸湿性や通気性のよい素材のものが適切→夏の体育着 

※冬の体育着常用者には理由を確認し、熱中症予防を心がけるよう指導する 

・帽子や日傘などで直射日光を防止、涼感タオルなども可 

（オ）具合が悪くなった場合には運動を中止し、必要な処置をとること  

※一人にさせない・・目が届くところで休ませる 

・風通しのよい日陰、クーラーが効いている室内等に避難させます。  

・水分摂取できる場合は、冷やした水分と塩分を補給します。  

・水が飲めない場合、体調が回復しない場合は、医療機関に搬送します。  

・重症が疑われる場合は、直ちに救急車を要請し、体温を冷やします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

運動中は必ず 

マスクを外す！ 

長い髪は結ぶ！ 



（２）予防の対応 

活動する場面ごとに環境条件を把握できるよう、暑さ指数（ＷＢＧＴ） を基準とする対応策を行う 

 ・WBGT（熱中症指数）の測定と運動指針の確認（活動場所で、熱中症計の測定を行う） 

 

【測定結果４がWBGT33以上のとき、熱中症警戒アラート・特別警戒アラートが出たとき】 

・原則運動禁止。部活動中止。体育の運動も中止。 

・生活面については、水分補給のすすめ（休み時間は強制補水）、夏の体育着での活動・登下校可 

【測定結果がWBGT３１（危険）のとき】 

・運動（体育・部活動）については、中止。 

（時間短縮・活動内容の軽減などを考慮：要相談・管理職・養護教諭） 

・生活面については、水分補給のすすめ（休み時間は強制補水）、夏の体育着での活動推奨などを考慮。 

 

 

 

 

   

https://plus.sugumail.com/usr/env/home 

熱中症警戒アラートについて 

https://plus.sugumail.com/usr/env/home


２．緊急時の対応 

症状があるときは、運動は中止させ、次のような対応をします 

 

［めまい・失神］［足がつる・肉離れ］［大量の発

汗］などは気温や湿度が高ければ起こりやすい軽

度の熱中症症状です。異変を感じたらすぐに応急

処置を行えば、体調が回復しやすい範囲です。 

無理をせず、涼しい場所で水分を補給しながらし

っかり休息をとってください。 

※回復したと思っても後から容態が変わることも

あるので、調子が変だと思ったら病院での診察を

受ける 

 

 

 

［頭痛］［吐き気・嘔吐］［倦怠感・虚脱感］など

は中程度の熱中症症状です。すぐに救急車を呼ば

なくても、応急処置を行い、安静な休息をとるこ

とで体調が回復することもあります。 

しかし、状況によっては重症症状が出たり、回復

したと思っても後から容態が変わったりすること

もあるので、受診させてください。 

 

 

 

 

［運動障害］［意識障害］［高い体温］などの症状

は、重症の熱中症症状です。これらの状態を確認し

たらすぐに救急車を呼んでください。 

また、救急車を呼び、待っている間に応急処置をし

てください。患者をできるだけ涼しい場所へ移動さ

せ、安静にしたあと、首・脇・股間部分へ氷を当て

るなどし体温を下げます。 

水を飲めるようなら飲ませたほうが良いですが、重

症にもなると意識がおぼろげなことも多いので、無

理に飲ませるとのどに詰まらせる危険があります。 

救急車到着後は、病院へは現場にいた人が付き添

い、発症時の症状を伝えましょう 

 

 

 



 

 

 

 

夏休み中の対応 

基本的に、学校のあるときとおなじです。 

熱中症計は職員室に常備しています。職員室、保健室の冷蔵庫には経口補水液を準備しています。 

＊活動前・中・後、健康観察をすること 

＊水筒を準備させること 

＊休憩を多く取ること 

＊活動中、活動後、熱中症が疑われる体調不良者を一人で帰宅させない 

 必ず、迎えを依頼し、留守の家に一人で帰らせない 

 

 


